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1. Cloze testの略歴とC-testの提唱

1953年にTaylorが提案したcloze procedureが,外国語教育の評価の分

野で初めて検討されたのは1959年である(Klein-Braley 1985: 81)<　その

後の外国語教育における同テストは,概略,次のような3つの段階を経て

現在に至っていると思われる。第-の段階は,英語の母国語教育における

clozetestの研究の影響を受けて,外国語,あるいは,第二言語としての

英語の教授にこのテストを積極的に導入する時期であった。外国語教育全

体が,アメリカ構造言語学と行動主義心理学の因習から;生成言語学,あ

るいは,認知主義心理学へと,新たな転換を模索した1970年代には,

cloze testは,従来の部分的測定法に代わる新しい総合的測定法であると

主張された(Oiler 1976)c　当時の研究は, cloze testの得点と外部基準テ

ストの得点との相関を求め,このテストが,統合された(integrative),

あるいは,総合的な(overall)言語能力を測定する妥当で,信頼できる試

みであることを実証することに多くの努力が払われた(OilerandConrad

1971, Oiler 1973, Aitken 1977, Caufield and Smith 1981)c　また,配置テ

ストとclozetestの相関から判断して,このテストが学習者の将来の英語

力を十分予測でき(StubbsandTucker1974),また,読解テストとして

も有効である(Anderson 1971, 1972)など,と報告され　clozetestがい

ろいろな分野の測定と評価に応用できるという可能性が強調された。

第二の段階は,このようなcloze testの推進論に反対論が加わった時期

である。反対論は,まず,このテストが測定できる対象は,主張されてい

るようなglobalな言語技能ではなく,極めて低次元の言語技能であると

いう批判(Alderson 1979 a, b, 1980)に始まったOこの批判は, Oiler(1975)

やChihara, et al. (1977)などで支持されたcloze testの構成概念的妥当

性に向けられたものであり, Porter (1983)ち, clozetestは談話の言語

的制約を利用する学習者の能力が測れないと反論を展開した。このような
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批判に対して, Chavez-Oiler,etal. (1985)は, Chihara, etal. (1977)の

データを項目分析して, Alderson達の主張するcloze testはsentence-

boundであるとする考えを否定し,従来の意見を擁護した。

第三の段階は, cloze testへの慎重論とC-testの提案である。慎重論の

背後には,テクスト内の語の削除法,採点法,選択するテクストなどのテ

スト作成に含まれる要因や,受験者の集団的特性,などが変化すると,

cloze testは,本来対象とする言語能力が十分測定できない場合があると

いう認識があった。そして,このテストの構成概念的妥当性を高める研究

として,例えば,機械的な削除に代わる意図的削除法(rational deletion)

(Bachman 1982, 1985),主題,題述などの談話における伝達単位を削除

して作成するdiscourse cloze (Deyes 1984),選択するテクストの種類と

内容の親密度の判定(西田1986a, b)などの試みが出て来た。さらには,

現在ではテスト形式を変更したC-test (Raatz and Klein-Braley 1981)が

提唱されている。

このテストは, clozetestと同様に,テクスト内の言語のredundancyを

人為的に制限したテストである。 clozetestでは,文中の語を一定の間隔

で削除したり,限定した語をある意図でもって消去する方法を取るのに対

して　C-testでは,語の削除間隔を一語おきとし,削除部分の前半部を残

す方法を採用する　Klein-Braley (1985 : 80)は, cloze testやC-testの

ようなpragmaticな言語テストは,受験者の言語運用能力を無作為に測定

することが目標であり,その為には,総体としての言語を無作為に抽出す

る必要があると主張している。テスト作成に関するこのテストの特徴は,

1)異なる5から6種のテクストを使う, 2)削除個所は最埠100とする,

3)テストのanchor pointを確保するために母語話者が満点を取れるテ

ストである, 4)採点は正語法に従うなどである(Klein-Braleyand

Raatz 1984 1 136)t

2. Cloze testとC-testの比較

2. 1.比較の問題点と目的

形式が異なる二つのテストを比較し,その優劣を決定することは,かな

りの困難さが伴う　clozetestとC-testは,テクスト内の言語のredun-

dancyを縮小するというテスト作成の大原則を共有しても,出来上がった

形式が異なる。例えば, clozetestは,ひとつのテクストから作成された
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独立したテストであるのに対して, C-testは,教程のテクストから作成さ

れたサブテストの総体である。また,削除個所を100以上にするというC-

testの条件をcloze testに当て既めて, 5語から7語の削除の間隔でcloze

testを作ると,それは相当長いテストになる。従って,両テストを直接比

較するためには次のような方法で比較の接点を見つける必要がある。 1)削

除方法は各テストの作成法に従うが,削除個所の数をcloze testに合わせ

る。 2)テクストは複数選択し,各テクストから作成したテストをそれぞれ

独立したテストとする。このようなテスト形式の一部修正によって比較す

る対象は,この二つのテストが,それぞれの支持者達が主張するように,

受験者の運用力を測定できるテストであるならば,どちらのテストが信頼

性と妥当性に関してより優位であるかを検討することである。具体的には

次のことを比較検証する。つまり, 1)いずれのテストが選択したテクス

トの影響を受け易いか, 2)信頼性はいずれのテストが高いか, 3)基準

テストとの相関から判断していずれのテストが併存的,あるいは,予測的

妥当性が高いかである。

2. 2.実験方法

1)受験者　広島大学で開講する外国語科目の英語を受講する1, 2年

坐, 83名。

2)材　料　Cox,etal. (1976)から抜粋した3種類のテクストを基に

作成した3つのclozetestと3つのC-testを使用した。テクストA, B,

Cのreadability (Flesch 1948)の指標は,それぞれ, 55.2 (fairly dif丘cult),

60.0 (standard), 60.9 (standard)であり, 3種のテクスト間には読み

易さの点で大きな違いはない。各cloze testには7語間隔で語を削除した

24の復元個所があり,各C-testにも同数の復元個所がある。外部基準テ

ストはCELTのFormS-A　文法テスト)とFormL-A (聴取テスト)を

利用した。

3)手　順　同一テクストから両テストを作成したために,テスト内容

が受験者に記憶されるのを避ける必要上,夏休み前にC-testを,休み明

けにclozetestを実施した。両テスト(Appendix IとⅡを参照)2'は,そ

れぞれ, 3枚1組にして与え,各テストの提示順序はcounterbalanceした。

テストの所要時間は　C-testは各々15分, clozetestは各々25分であったo

外部テストのCELTは5月に実施した。文法テストの所要時間は45分,

聴取テストの所要時間は40分であった。
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4)採点法　C-testには正語法を, clozetestには英語の母語話者の協

力を得て適語法を採用した30)

2. 3.実験結果

表1各テストの得点と信頼性(N-83)

克　　sD-　MAX MIN Range KR20
C-test　　　　　　　　7.69　　　3.01　　14.0

10.25　　　4.19　　　20.0

7.34　　　2.94　　15.0

25.29　　　8.50　　　47.0

Cloze

CELT

6.8　　　　2.51　　13.0

5.28　　　2.22　　11.0

6.45　　　2.68　　13.0

18.71　　5.97　　　34.0

2.0　　12.0　　　.66

3.0　　17.0　　　.77

2.0　　13.0　　　.69

9.0　　　38.0　　　.78

0.0　　13.0　　　.55

0.0　　11.0　　　.40

0.0　　13.0　　　.56

3.0　　　31.0　　　.67

S-　　　65.50　　12.16　　　91.0　　　29.0　　　62.0　　　.86

L-A　　45.81　12.48　　　90.0　　　24.0　　　66.0　　　.75

111.06　　21.30　　171.0　　　53.0　　118.0

各テストの平均得点,標準偏差,得点の広がり,信頼性係数は表1に示

した通りである　C-testA, B, C間の平均得点の差はF (2,246) -

17.99p<.01で有意であった。テストAとBの平均得点差はf-2.58 (p

>.05), BとCの差は/-2.93 ip<.01), AとCとの差は(-.53であっ

た。従って, C-testでは, Bが最も易しく, AとCとはテストの妊易度

が同程度であった　clozetest, A, B, C間の平均得点差もF (2,246) -

6.13p<.01で有意であった。 AとBの差がf-4.36, BとCの差が1-

3.06であり,それぞれ1%水準で有意な差となった。しかし, AとCと

の差は/-1.08 (p>.05)であった。従って　clozetestでは, Bが最も困

難なテストであり, AとCのテストの難易度は同程度である。同一のテ

クストから作られたclozetestとC-testの難易度は必ずしも同じではない

ことがわかる。

KR20から判断できる各テストの信頼性を比較すると, C-testがcloze

testに勝っている　C-testの信頼性は.77から.66であるのに対して, cloze

testは.56から.40である　CELTの文法テストと聴取テストはともに高い

信類性を示しており,外部テストとして信赦できるテストである.
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表2　C-test間の相関と妥当性
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.52*** .60*** .82 (.63)***

.53*** .86 .58)***

.82 (.64)***

.55*** .54*** .47*** .62***

.51*** .47*** .44*** .56***

.60*** .58*** .51*** .68***
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.52*** .87 (.49)***

一一　.86 (.47)***

( )-修正値

***P<.001

Cloze test間の相関と妥当性

A B C T

.28*　　.49*** .77 (.48)***　　　　　、

.42*** .70(.42　***

.84 (.58)***

( )-修正値

.57*** .52*** .58*** .72***

.37*** .30*** .43*** .47***

.54*** .46*** .59*** .69***

*p<.05　**p<.01　***p<.001

表2と表3は, C-testと　clozetestに関するそれぞれのテスト間の相関

係数と外部テストとの相関係数をまとめた結果である。なお, ( )内の

数値はテストの総合点と各テストの得点との相関を修正した値である(cf.

Henning1987:69)c表2と3の相関値は全て0.1%,あるいは, 5%以下

の危険率で有意相関であるO　テスト間の相関を見ると, clozetestにおけ

るよりもC-testにおいてその相関は一定している　C-testにおいては相関

値が.5から.6台であるのに対して, clozetestにおいては.4台が多く,有

意な相関であるが.28という低い相関がある　clozetestはC-testと異な

り選択するテクストに影響を受け易いようである。つまり,受験者は,い

ずれのC-testにおいても同じような得点を取る傾向が強いが　clozetest

では,どのテストを受けたかによって,得点が変わり易いと言えよう。外
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表4　C-testとl′Cloze test間の相関

C-test

Cloze A .42*** .45*** .41*** .50***

B .28*　　一.28*　　.40*** .38***

C .49*** .49*** .49*** .58***

T　52*** .53*** .59*** .64***

*/?<.O5　***p<.001

部テストとの相関に関しては,ここではclozetestと聴取テストとの相関

が低いことを指摘するに留める。

表4は, 3種のC-testとclozetest間の相関を示したものである　cloze

Bと各C-testとの相関は低いが,両テスト間の相関は似かよっている.

しかし,同一テクストから出来ているテスト間の相関が他のテストとの相

関より高いとは限らない。.このことは既に指摘したように同一テクストに

基づくcloze testとC-testが同程度の難易度にならなかったことと関連し

ている。

表5　C-test間の相関差の検定　　　表6　Cloze間の相関差の検定
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表5と6は　C-testとclozetest内の各々のテストと基準テストとの相

関の差を検定した結果である　C-testA, B, Cと文法テストとのそれぞ

れの相関は.55, .54, .47であり,三つの相関の差は有意ではない(x2

-.55),また,聴取テストとの相関差も有意でないU2-.06)t　さらに,

文法と聴取テストのCELT総合点との相関差も有意となっていない(x2

-.74)。 C-testA, B, C,それぞれに関する文法と聴取テストとの相関

の差を検定すると　C-testAと文法テストとの相関が.55,聴取テストと

の相関が.51あり,その差はJ-.35となり有意ではない。同様に　C-test

BとCについても2つの基準テスト間の相関の差は有意でない(f-.81及

びr-.31),このような相関差は表6におけるclozetestにもほぼ当て恢ま
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る　clozeA, B, C間の文法テストとの相関差は有意でなく　Oc2-.37),

また,聴取テストとの相関差も有意でない(∫2--.91),さらに,基準テス

トの総合点との相関差も同様である　Or-1.32)。 clozetestとC-testとの

唯一の違いは, 2つの基準テストとの相関差がclozeAとBには認めら

表7　C-testとCloze test間の相関差の検定

C-TAClozeA ∫ C-TB ClozeB ∫ C-TC ClozeC ∫

S-A　　　.55　.57　.23　.54　.52　.20　.47　.43　.40

L-A　　　.51　.37　1.50　　.47　　.30　1.25　　.44　　.43　　.10

.60　　.54　　.71　.58　.46　1.16　　.51　.53　　.22

れた点である。 clozeAと文法テストとの相関とclozeAと聴取テストと

の相関の差は有意であり　U-2.27/?<.05), Bについてもその差は有意(t

-2.30p<.05)あるO従って　clozeAとBは聴取テストよりも文法テ

ストとの相関が高くなった。

表7は,同一テクストから作成したC-testとclozetestに関する基準テ

ストとの相関値の差を検定した結果である。文法テストとC-testとの相

関値と文法テストとcloze Aとの相関値の差は有意でない(∫-.23>ォまた,

聴取テストとC-testとの相関とclozeAと聴取テストとの相関との差も有

意でない(∫-1.50),さらに,基準テストの総合点についてもこの2つの

テスト間の相関差は有意でない(∫-.71)c　表から明らかなように,他の

C-testとcloze testにおいても基準テストとの相関の差は検定されなかっ

たO以上のことから同一のテクストから作られたC-testとclozetestは外

部基準テストと同程度に相関することがわかる。

本実験の結果は次のようにまとめることができるであろう　1) C-test

においても　clozetestにおいても,テクスト間の難易度が見られた。 2)

KR20の信頼係数から判断すると, C-testはcloze testよりも信頼性が高

い。 3) C-test (A, B, C)内の相関はclozetest (A, B, C)内の相関

に比べて安定している。つまり, C-testの得点は選択するテクストに影響

を受けにくい　4) C-testA, B, Cと文法テスト及び,聴取テストとの

相関は差がなく,このことはclozetestA, B, Cに?いても言えること

である。 5) C-testは文法テストと聴取テストに相関する程度が同じであ

るが, clozetestは文法テストとの相関が高く出るテストである。 5)塞

準テストとの相関からC-testの併存的妥当性はcloze testのそれと殆ど変
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わらない。

2. 4.考察

本実験の結果を一般化するためには,次の2つの要因を吟味する必要が

あるO　まず第一の要因は受験者集団の特性である。 Klein-Braley and

Raatz (1984)は, cloze testを等質集団に実施すると,テストの信頼性と

妥当性は満足の行くレベルに達しにくいと指摘している。また,中国人英

語学習者にcloze testの実験を行ったBrown'(1984)ち,受験者の英語学

力の等質性が同テストの信頼性と併存的安当性を低めることを認めてい

る。本実験に参加した大学生の英語学力は,昭和62年度入学の広島大学1

年生1678名に実施したCELTの文法テストの成績(克-65.54, SD-ll.69)

と殆ど変わりなく,受験者は広島大学の学生の平均的な英語力を持った集

団であった。従って,もし,英語力に幅のある学習者の集団が本実験に参

加しておれば　C-testとcloze testの信頼性と妥当性に何らかの有意な差

が出たかもしれない。しかし,その場合は,双方のテストの信頼性も妥当

性も高くなるので,今回の実験結果と同様に両テスト間に大きな差が出る

とは予想できない。事実,英語力の分布が広い大学生群に, cloze testと

C-testを実施した高梨(1988)では,テストの信頼性も妥当性も本実験結

果より高くなっているが,テスト間には信頼性と妥当性に有意な差がない

と報告されている。それ故に,両テストの信頼性と併存的妥当性がこのよ

表8　C-testにおける内容語と横能語の割合

Text A Text B Text C

Content

Wo rds
11　　　　　13　　　　　13

Function

Wo rds
13　　　　　11　　　　　11

表9　Clozetestにおける内容語と横能語の割合

Text A Text B Text C

Content

Words
12　　　　　　　　　　　　11

Function

Words
12　　　　　16　　　　　13



201 西　田　　　　正

うに似かよる結果となったのは,受験者の特性ではなく,テスト自体に原

因があると思われる。

第2の要因はテクストである。この要因には,テクストの杜易度,テク

スト内容の得点へのバイアス,削除語の特性,などが含まれる。本実験で

採用した3種のテクストは, readabilityがほぼ等しく,内容は受験者が特

別な知識を必要とするほどの偏りはない。本実験で使用したテストに含ま

れる削除個所を内容語と機能語に分け,その分布をまとめたのが表8と9

である。表8から判明するように　C-testでは内容語と機能語の分布に関

してテクスト間で差がない(*2-.44/7>.05)c一方clozetestではテクス

トBにおける内容語と機能語の出現頻度が他のテクストより異なってい

るように思われるが,その分布の検定をすると有意差がない(x2-1A7p

>.05)t　また　C-testとclozetest全体を通しての内容語と模能語の分布

の差も有意ではなかったGc2-1.92p>.05)c従って,このような両テス

トの削除部分の似かよりが実験結果に影響したかも知れない。

′

3.結論

従来のcloze testのmodificationとして登場したC-testは, cloze test

に比べてテストの信頼性がある程度高いが,基準テストとの併存的妥当性

に関しては必ずしもclozetestに対して優位であるとは言えない。

〔注〕

1)本論は,第5回大学英語教育学会中国・四国支部大会(昭和63年6月5日)に

おける「クローズテストの信頼性と妥当性をめぐって」と第19回中国地区英語

教育学会(昭和63年10月8日)における「C-testについて」と題した口頭発表

内容の一部に加筆,修正したものである。

2 ) cloze testの実例は紙面の都合上一部のみ掲載した。

3 ) Ms Carol Rennartに感謝する次第である。
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Appendix I

C-Test (A)

The fight to eradicate malaria from the world is gradually being lost. A rec

-(1) report b　(2) the Wo　(3) Health Organi-(4) speaks o　(5) a

resur　(6) of mal　(7) in so　(8) areas fr　(9) which i　(10) had ear

-(ll) been elimi-(12). Coming a-(13) it do-(14) at t-(15) very ti
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-(16)whenano(17)killerdis(18)isbe(19)finallysta(20)out,

th(21)newsi-(22)particularlydisapp(23).Butt(24)successofthe

anti-smallpoxcampaignillustrates,bycontrast,thecentralproblemfacingany

attempttoeradicatemalaria.

C-Test(B)

Iwasnotatallhappyattheprospectofthe700-miledrivefromDar-es-

SalaamtoNairobi.Itw(1)notth(2)Idisl_(3)drivingb(4)Isusp

両(5)thatwh(6)isave(7)pleasanttr(8)in

c。uldpr(ll)disastr。usdur(12)thel。(13)霊聖二sea

(14)themons(15)hadarr(16)theprev-(17)week.Iw(18)fullyaw_

(19)oft(20)possibilityo-(21)abrea(22),ofhit(23)largeani

(24)astheystopped,dazzledbymyheadlamps,orevenofskiddingofftheroad.

C-Test(C)

Therathasmanyenemiesanditsgreatestenemyisman.Nevertheless,ra

(1)aresurv(2).Althoughm-(3)haswa(4)anunen(5)war

(6)them,ra(7)havemethod(8)andsystema(9)colonizedt

(10)world.I(ll)almostev(12)country,fr-(13)thefree(14)cold

(15)theAtL(16)regionst(17)theenerv(18)heato(19)the

tro-(20),ratsa(21)tob(22)found,thri(23),increasinga-(24)

multiplying.

AppendixII

ClozeTest(A)

Thefighttoeradicatemalariafromtheworldisgraduallybeinglost.Arecent

reportbytheWorld1)Organizationspeaksofaresurgenceof2)

insomeareasfromwhichit3)earlierbeeneliminated.Comingasit4)

attheverytimewhenanother5)diseaseisbeingfinally

stampedout,6)newsisparticularlydisappointing.Butthe7)of

theanti-small-poxcampaignillustrates,by8),thecentralproblemfacing

anyattempt9)eradicatemalaria.(後略)

ClozeTest(B)

Iwasnotatallhappyattheprospectofthe700-miledrivefromDar-es-

SalaamtoNairobi.ItwasnotthatIdisliked1)butIsuspectedthatwhat

is2)verypleasanttripinthedry3)couldprovedisastrousdur-

ingthelong4),andthemonsoonshadarrivedthe5)week.I
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wasfullyawareof6)possibilityofabreakdown,ofhitting7)

animalsastheystopped,dazzledby8)headlamps,orevenofskiddingoff

9)road(後略)

ClozeTest(C)

Therathasmanyenemiesanditsgreatestenemyisman.Nevertheless,rats

aresurvivors.Althoughman1)wagedanunendingwaragainstthem,2)

havemethodicallyandsystematicallycolonizedthe3).Inalmost

everycountry,fromthe4)coldoftheArcticregionsto5)ener-

vatingheatofthetropics,rats6)tobefound,thriving,increasingand7)

Apartfromtheirabilitytoadapt8)tovaryingclimaticconditions,

ratspossess9)qualitythat(後略)
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A Comparison of the Cloze and C-test
as a Measure of English Proficiency

Tadashi NISHIDA

This paper reports the results of an experiment conducted to com-

pare the reliability and validity of the cloze test and the C-test as a device

for measuring global English language proficiency. Three different pas-

sages with approximately the same levels of readability were chosen from

an ESL textbook for the construction of cloze tests A, B, and C and C-

tests A, B, and C. For each cloze test every seventh word was deleted up

to a total of 24 blanks. For the C-tests the second half of every second

word was deleted until the same number of mutilations was reached. A

group of 83 Japanese university students of English participated in the ex-

periment.
Standardized structure and listening subtests of CELT were used for

the criterion measures against which the two reduced redundancy tests

were evaluated. Reliability coefficients computed by the Kuder Richard-

son formula 20 were obtained for each test. Pearson product-moment cor-

relations were also calculated between the tests and the criterion tests.

The following research questions were addressed: 1) Are the C-tests

more likely to be affected by the selection of passage? 2) To what extent

are the cloze and C-tests different in reliability? 3) Is there any difference

between the tests in predicting the student's sucess in learning?

The statistics computed in the experiment showed no significant dif-

ferences between the tests except that the cloze tests are slightly more

affected by the different passages.




